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失株で野生型の HicA を過剰発現すると σEを欠損しても生育できるようになった。
この結果は、hicB 欠失によって σE欠損大腸菌が生育できるのは、hicA が活性化さ































要であった。また、HicA に加え、他の TA システムのトキシン HigB や YafQ の過剰
発現によっても σE の必須性は抑圧された。これらの効果は、それらトキシンの RNA
切断活性に依存していた。さらにトキシンを活性化する抗生物質などの薬剤の添加に
より、σE必須性の抑圧効果が見られた。以上の結果に基づき、TAシステムのトキシン
には、ターゲットとなる何らかの RNA の切断を通じて σEの必須性を抑圧する働きが
あると結論した。 
 以上の研究結果は、表層ストレス応答におけるTAシステムの関わりについて新知見
を与えるものであり、表層ストレス応答は細菌の病原性の発現等にも関わるため、細
菌感染症学へも寄与するところが多い。したがって、本論文は博士（医科学）の学位論文と
して価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成２８年１月２２日実施の論文内容とそれに関連し
た試問を受け、合格と認められたものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
